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平成16年度商学部
授業評価アンケートの結果報告
商学部企画構想委員会
日　次
はじめに
1.授業の評価
1-1　個別評価
1-2　総合評価
2.授業態度の評価
2-1　出席率
2-2　履修の理由
2-3　自己評価
2-4　総合評価
3.クロス集計
3-1　授業態度と授業評価
3-2　出席率と授業評価
むすび
はじめに
商学部では,学生による専門科目の授業評価アンケートを実施してお
り,平成16年度からは,新たに二部学生もこの学生による授業評価アン
ケートに参加した｡商学部における学生の授業評価アンケートは,その実
施対象の範囲が拡大している｡商学部の学部改革のなかでも教育面での改
革は,平成12年度から実施されている新カリキュラムと連動して授業改善
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の形で進められており,この学生による授業評価アンケートもその一環と
して行われている｡このアンケートは,個々の授業の改善に役立てられる
ことはもとより,学部全体としての教育力の向上に資することが期待され
ている｡本稿では,平成16年度に実施された学生による授業評価アンケー
トの全体的な結果を明らかにするとともに,そこから学部のFD活動につ
ながる具体的な施策について検討する｡
1.授業の評価
1-1　個別設問
1-2　総合評価
間1.説明の仕方について(わかりやすく,要点がうまく話されていました
か)
間2.板書について(黒板などの字や図が見やすく書かれていましたか)
間3.教材について(テキスト,配布資料などは効果的に活用されていまし
たか)
問4.授業内容について(授業に興味･関心を持ちましたか)
間5.学生との交流(学生へ質問をしたり,学生の意見を闘いたりしました
か)
問6.私語をする学生･騒ぐ学生に対する指導(適切な処置をとっていまし
たか)
間7.教える意欲･熱意(これらが伝わりましたか)
(評価の基準)
非常に満足　満足　やや満足　どちらでもない　やや不満　不満　非常に不満
7　　　　　6　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　2　　　　1
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個別評価 (前期)
個別評価 (後期・通年)
個別評価 (I部)
授業評価に関するアンケー卜結果の平均点
|・ 前期平均 口 後期通年平均 圏 H 部平均 |
問I
E 
問2
f番号筒S匹 問3ト
間4
問5
E 
問6
問7
0.0 0.5 l. 0 l. 5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 
平均点
問8.この授業は全体として満足できましたか。
(評 価の基準)
非常に満足満足やや 満 足 どちらでもないやや不満不満非常に不満
7 6 5 4 3 2 1 
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総合評価(後期・通年)
問 8
4.52 
総合評価 (I部)
問8
4.71 
総合評価
H 音s
トー
前 期
後期 ・通年
O 2 3 4 5 
点数
2.授業態度の評価
2-1 出席状況
問9. この授業への出席率はどれくらいでしたか。
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出席状況 (1部)
38 
3% 
114 
10% 
242 
22% 
725 
65% 
21-40% 41-60% 61-80% 80-100% 
出席状況 (1部)
242人
(22%) 
725人
(65%) 
2-2 履修の理由
問17. この授業を履修した理由は何ですか。
履修理由(前期) 人数 % 
1 (選択)必修だから 2571 45% 
2 科目の内容に関心を持ったから 1377 24% 
3 単位が取りやすそうだったから 516 9% 
4 担当教員に関心を持ったから 450 8% 
5 将来の進路と関連するから 380 7% 
6 親しい友人が履修するから 95 2% 
7 去年の履修者から薦められたから 82 1% 
8 この時間帯には他にとりたい授業がなかったから 300 5% 
5771 100% I 
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履修理由 (前期)
必O人益、精(8%) 2571人
(45%) 
516人
(9%) 
履修理由 (後期・通年)
(選択)必修だから
2 科目の内容に関心を持ったから
3 単位が取りやすそうだったから
4 担当教員に関心を持ったから
5 将来の進路と関連するから
6 親しい友人が履修するから
7 去年の履修者から薦められたから
8 この時間帯には他にとりたい授業がなかったから
489人
(9%) 
509人
(9%) 
履修理由 (後期・通年)
2339人
(41%) 
1413人(25%)
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履修理由 (II 部) 人数 % 
l (選択) 必修だから 361 32% 
2 科目の内容に関心を持ったから 482 43% 
3 単位が取りやすそうだったから 36 3% 
4 担当教員に関心を持ったから 42 4% 
5 将来の進路と関連するから 115 10% 
6 親しい友人が履修するから 10 1% 
7 去年の履修者から薦められたから 15 1% 
8 この時間帯には他にとりたい授業がなかったから 57 5% 
1118 100% 
履修理由 (II 部)
42人(4%)
36人(3%)
361人
(32%) 
-
z
・図口
田口日
482人(43%)
2-3 自己評価
問10. ノー トをきちんとと ったか。
問11.予習，復習をしたか 。
問12. 自発的に調べたか。
問13.先生に質問をしたか。
問14.友達と話し合って理解したか。
問15.私語をしないように努力したか。
問16.定刻までに着席したか。
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2-4 総合評価
問18.この授業に対するあなたの学習態度は全体として満足できましたか?
(評価の基準)
非常に満足満足やや満足 どちらでもないやや不満不満非常に不満
7 6 5 4 3 2 1 
学習態度 (前期)
問18
4.63 
学習態度 (後期 ・通年)
問18
4.66 
学習態度 (1部)
問18
4. 76 
学習態度
前 期
E 音1$
後期・通年
4.55 4.60 4.65 4.70 4.75 4.80 
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3.クロス集計
3-1　授業態度と授業評価
〔間8　授業総合評価　×　間18　授業態度総合評価〕
授業総合評価,授業態度総合評価とも7段階で,数字が大きいほど評価
が高い｡
以下,人数表示と2つの%表示を示す｡
最初の%表示は｢授業評価段階別の授業態度自己評価｣表です｡つま
り,授業評価段階ごとに｢自分の履修態度がよかった(悪かった)｣と考
えている学生がどのくらいいるかについてパーセント表示で表わしたもの
です｡
2つ目の%表示は｢授業態度自己評価段階別の授業評価｣表です｡つま
り,授業態度の良い(悪い)学生が当該科目をどのように評価しているか
について自己評価の段階ごとにパーセント表示で表わしたものです｡
間18 
間8 #3CScr総計   
1 都3#cイsSC"205      
2 Cピ3cCSC388        
3 3cC##S3r752        
4 #3C#c#cピR1122        
5 CC塔#Sccc#3cs1349      
6 鼎#3S鉄3ツc1122      
7 鼎3sSS##2412      
総計 sC#ccS鉄3ピC3C35350          
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間18 
間8 #3CScr総計   
1 鼎bSBS４４BSBSRR100%    
2 澱S3S#"S#４rS2S2R100%   
3 SrS32S3bSRSBS2R100%    
4 S"S"SSBS#SrS"R100%     
5 SSRS４S2SbSRR100%      
6 S"S"S４#2SSrS３100%   
7 SS"S2SrS#2Sc2R100%    
3%5%11%26%26%20%9% R    
間18 
間8 #3CScr   
1 田S2S2S2SSS"R5%      
2 "SCBSBS４"SS"R7%     
3 湯S担CS担４2SBR14%     
4 湯SS#BSCbS４rSBR22%     
5 途SbS"SrSSS#SBR24%       
6 SrSBSrS４S４rR20%     
7 SS"SS"SSSbR8%       
総計 ??S?????????????00% 
後期･通年
間18 
間8 #3CScr総計   
1 塔CcC3228        
2 sss塔c343       
3 3C#3Cc鉄#S678       
4 33S#ssc#cS1277       
5 涛#3SC#c##ツ1323    
6 鼎3C#鼎ccSビ1177     
7 3S3ピ#sb413      
総計 cS#C#SScC3C#S#cCビ5439       
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間18 
間8 #3CScr総計   
1 担SrS#S担bS３100%      
2 迭S3S#2S#bS４RS"R100%   
3 SbS3RS3bSBSBSR100%     
4 S2SSSbS#SrSR100%       
5 S"SBS４S"SrSRR100%     
6 SS2SrS#RSSbSrR100%    
7 SSSBSrS#ScrR100%      
3%4%10%26%26%21%9% R    
間18 
間8 #3CScr   
1 鉄2SS2S2SSSBR4%      
2 SCBSBSbS"SS"R6%      
3 BSrSC2SrSrS"S"R12%     
4 BSBS#2SSS担４BR23%      
5 迭SSSrSC担#SBR24%         
6 SRSbSbS#SS担３22%     
7 SSSS"S４SrR8%      
総計 ??S?????????????00% 
間18 
間8 #3CScr総計   
1 鉄sC3251    
2 鼎#sc362       
3 SC##2131      
4 c#CCCCb188     
5 s鼎S333s#"265     
6 3##ピC3"280      
7 33s3#cR121    
総計 3C#C3c#31098          
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間18 
間8 #3CScr総計   
1 rSSBS#rSbSbSR100%       
2 澱S3"S４#rSSRS"R100%     
3 SbS#rS3"S#"S４"R100%   
4 S2S2SC担#2SrS2R100%    
5 S2SrSrSSSBS３100%      
6 SSBSS#bSSS３100%       
7 SS"S"SBS#bSSBR100%     
3%4%10%22%28%22%11% R    
間18 
間8 #3CScr   
1 鉄４SbSbSSSR5%       
2 "SCSSrS"SSR6%        
3 湯SbS3"SrS担RS2R12%    
4 澱S"S#"S3４BSbSRR17%    
5 澱SBSrS担C2SRS３24%       
6 澱SbSS"S#BSS４３26%      
7 SS2SSbS2SSRR11%      
総計 ??S?????????????00% 
3-2　出席率と授業評価
〔問8　授業総合評価　×　間9　出席率〕
授業出席率　1 : 0-20%　2 :21-40%　3:41-60%
4 :61-80%　5 :81-100%
授業総合評価は7段階です｡以下,人数と2つの%表示を示す｡
最初の%表示は｢授業評価段階別の授業出席率｣表です｡横方向に100%
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になります｡評価段階ごとに学生がどのくらい出席していたかについて
パーセント表示で表わしたものです｡
2つE]の0/o表示は｢出席率別の授業評価｣表です｡縦方向100%表示で
す｡授業に出席していた学生は授業をどのように評価しているか,出席し
ていない学生はどのように評価しているかを読み取ることができます｡
l 亊C 
l間8 #3CR総計   
:1 S#SC32226       
2 Sピ#32411      
3 CCSC"807        
4 SCS#cツ1175       
5 イ##s涛sb1425      
6 涛ccs#ャC21153    
429 
5626 
7　　　　　　2　　　　　　20　　　　　　64　　　　　336
121　　　　　203　　　　　606　　　　1091　　　　3605
7 
総計 
間9 
間8 #3CR総計   
1 BSBS４2ScR100%     
2 SS担４cR100%       
3 SRS#"S４S2R100%    
4 S2SS#2Sc"R100%     
5 S"SrS#SsR100%     
6 SSBS４sbR100%     
7 S"S2SSR100%      
2%3%9%18%68% R    
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間9 
間8 #3CR   
1 鼎SbSBS2SBR5%   
2 2S#BSrSrSbR7%   
3 "S#2S32S2SR14%      
4 S担#RS#rS#R22%      
5 唐S2S４#bS#bR25%    
6 迭S担担担#"R20%   
7 SbS2SRSR8%     
総計 ??S?????????00% 
後期･通年
間9 
間8 #3CR総計   
1 s3CS243        
2 ##3SsC#b366     
3 #sSS3ッ724        
4 cSScc3CCsS21334    
5 都#C#S#イ鼎21383   
6 塔#csSゴ1222    
7 CcSc3C418     
総計 塔s#cc鼎3c3r5690       
間9 
間8 #3CR総計   
1 SRS４BSc"R100%     
2 SbSBS#SSbR100%     
3 SBS#S#SS2R100%     
4 SBS"S#bSSbR100%    
5 S"S担#Sc３100%    
6 S"SbS#SsR100%     
7 SSBS2SR100%      
1%3%11%21%64% R    
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間9 
間8 #3CR   
1 2S４2S2SBR4%   
2 RS2S４bSbR6%    
3 "SbS#RS2SR13%       
4 S3"S#rS#担#R23%     
5 湯SBS#S#BS#bR24%    
6 SRS2S#S#BR21%       
7 S"S2SRS坦7%   
琴計 ??S?????????00% 
間9 
間8 #3CR総計   
1 SC252    
2 鉄S3R64   
3 #ssb133     
4 s#cS"195     
5 s#SSc271     
6 S#3S途285    
7 Cs唐120    
総計 田3##C#s#"1120    
間9 
間8 #3CR総計   
1 SS４rSc2R100%      
2 S４BS#2SSRR100%    
3 SbSbS#SSrR100%     
4 SBS2S3SS"R100%     
5 S2S担#ScrR100%    
6 S"S４#Sc坦100%    
7 SS2SBSR100%      
1%3%10%22%64% R    
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閉9 
問8 #3CR   
1 rS2SBSBSRR5%    
2 S2S４bSRR6%    
3 rS#S担SR12%         
4 rS４#2S#BSBR17%     
5 2S４#"S#2S#RR24%    
6 rS2S#S#BS#rR25%     
7 S2SBSrSBR11%    
総計 ??S?????????00% 
むすび
以上の学生による専門科目の授業評価アンケートの全体結果から,学部
教育の改善を考えてみると,学生の授業態度における,予習,復習,自発
的な調べ,質問などの項目が低位にとどまっていることが懸念材料であ
る｡平成12年度からの新しいカリキュラムや,授業評価アンケートの個別
結果をふまえた教育指導の改善を通じて,学部の教育力の向上が進捗する
中で,上記の項目の評価が低位にとどまっていることは,残念である｡学
生の自学自習の不足は,授業内容の理解を不十分なままにしており,質問
が不活発になることにもつながっていると考えられる｡学生に積極的な自
学自習を促すような授業のあり方を具体的に検討することも,これからの
課題である｡平成17年度においては,商学部におけるFD活動の一環とし
て,このための授業研究を実践的に推進する必要があると思われる｡学部
教員集団の積極的な関与が期待される｡
